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れ
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療
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れ
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療
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を
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療
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ザ
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場
合
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
一

国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業

（

一掛
け
る
と
し
て
い
ス

崎
県
）
を
巡
り
、
堤
防
排
水
聞

一
農
業
法
人
２
社
睛

め
切
り
が
、
農
作
物

の
食
害
を
招
い
た

の
開
門
を
求
め
て
い
る
漁
業
者

側
弁
護
団
は
２９
日
、　
一
部
の
干

拓
営
農
者
と
共
に
長
崎
県
庁
で

、
開
門
を
求
め
ス

記
者
会
見
を
開
き
、
開
門

地
裁
に
起
こ
し
て

現
に
向
け
て
訴
訟
な
ど
黙

う
ち
の
ｉ
・
１
社
Ｌ
マ

し
て
い
る
。

患
者
の
求
め
が
あ
る
場
合
に

限
つ
て
実
施
を
認
め
、
初
診
は
¨

原
則
ヽ
対
面
診
療
を
行
う
と
規

定
「
急
病
や
容
体
が
急
変
し
た
一

患
者
は
対
面
で
診
る
べ
き
だ
と
一

,「農漁業者共存ヽ ‐開門を」
_‐ 蓄号干拓漁業者弁護団と営農者‐
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